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今年の忘年会は、やっと対面での開催です！ 

久しぶりに一緒に食事とお酒を囲んで、この 4年間をねぎらいましょう。 

JCIL 本体、ワークス共同作業所、自立支援事業所、 

コミュニティサロン・ファーストステップの合同企画です。 

自立支援事業所の利用者・介助者のみなさんも一緒に楽しみましょう♪ 

ちかげさんが腕をふるうごちそうもお楽しみに～(≧▽≦) 

12 月 22 日（金）  
１３：３０～１５：３０ 

★ 参加費：１，５００ 円 

★ 申込み 
12 月 10 日（日）まで。

下記 TEL・E-mail にて

お申し込みください。 
 ★ 場所：キャンパスプラザ京都  

２階 ホール 
〒600-8216下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町 939 京都駅烏丸中央口から西へ徒歩 5分 

ココ!! 

スタジアムはお馴染みとなりました、多文化交流ネットワークサロン!! 
12 月だけ第 2 火曜の 12 日に開催しますのでよろしくお願いします!!お好
きな時間に来て、無理せずお好きな時間に帰ってもらって結構です。みなさ
んのご参加お待ちしています‼（担当：野瀬、宇田） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サー・ロバート・マーチン 
さんと仲間たち交流会」 

に参加して 
大藪 光俊  

10 月 15 日、ピープルファースト大会 in

大阪が開かれた翌日に、ピープルファースト

京都と海外ゲストの交流会が同志社大学に

て行われました。JCIL をはじめ、他の団体

からも大勢の方が参加して、キャンパス内の

大きな部屋が参加者で埋め尽くされました。  

今回、3か国より来日された海外ゲストは、

知的障害の当事者 5 名とその支援者たち。 

まずはニュージーランドから来られた、サ

ー・ロバート・マーチンさんと仲間の当事者

さん。マーチンさんは、国連障害者権利委員

会の委員を務められていて、障害者運動界隈

では知る人ぞ知る有名人です。 

次に、カナダからお越しの、コリー・アー

ルさん。ピープルファースト・オブ・カナダ

のリーダーとして、カナダにおける障害者入

所施設解体の運動を引っ張ってこられまし

た。 

最後に、スウェーデンより、エミリー・ム

ティエンさんとそのパートナーさん。エミリ

ーさんたちはグルンデン協会という知的障

害当事者組織のメンバーで、政治家へのロビ

ーイングなども積極的にされているそうで

す。   

いよいよお待ちかねの交流会。ピープルフ

ァースト京都より抹茶と和菓子でおもてな

ししつつ、ピープルファースト京都の活動 

 

紹介から始まりました。僕も一緒に抹茶を

いただきながらみなさんの様子を眺めてい

たのですが、ゲストの方々もお茶碗をクルク

ルクルクル回して（あれ、ちょっと多い？

笑）、おいしそうに楽しんでおられました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて海外ゲストからのお話とみんなで

の交流の時間。交流会では僕も進行役とし

て、オープンダイアローグという対話形式を

みんなで実践する予定だったのですが、海外

ゲストのみなさんからの次々と溢れる話題

 

 

 

 

 

 

  

 

紹介から始まりました。僕も一緒に抹茶をい

ただきながらみなさんの様子を眺めていた

のですが、ゲストの方々もお茶碗をクルクル

クルクル回して（あれ、ちょっと多い？笑）、

おいしそうに楽しんでおられました。   

続いて海外ゲストからのお話とみんなで

の交流の時間。交流会では僕も進行役とし

て、オープンダイアローグという対話形式を

みんなで実践する予定だったのですが、海外

ゲストのみなさんからの次々と溢れる話題

の多さに、対話をする余裕もなく、瞬く間に

時間が過ぎていきました。 

色んな海外事情の話を聞かせていただき

ましたが、すべてのお話に共通していたこと

は、「いずれの国でも少しずつ制度が整備さ

れてきているけど、施設解体されたとはいえ

グループホームがどんどん増えているなど、

まだまだ不十分。障害者問題の解決やインク

ルーシブ社会の実現に向けて、すべては障害

者権利条約に書かれているから、世界各地で

権利条約を武器に活動していかなければい

けない」ということだったかなと、個人的に

は思いました。 

また印象的だったお話として、カナダのコ

リーさんがお付き合いされている同性のパ

ートナーさんともうすぐ結婚されるとおっ

しゃっていて、「障害者×性的マイノリティ」

という二重の偏見や差別に立ち向かってこ

られたお話に胸を打たれました。諦めずに声

を上げて活動し続ける大切さを身をもって

社会に示されているんだなぁと感じました。  

夜には、JCIL の介助者さんやそのお知り

合いのシェフが腕を振るったご馳走に舌鼓

を打ちながら、歌やギターやドラムの音に興

じつつ、海外ゲストや参加者みんなで話に花

を咲かせました。マーチンさん、コリーさん、

エミリーさん、お疲れのところありがとうご

ざいました！！ 



 

ご挨拶 

今年もアートフェスタたくさんのご参加、そして
ご来場ありがとうございました。今年で本展は
10回目。 
京都市地域・多文化交流ネットワークサロンさん
にご協力をいただき、3年ぶりの通常開催となり
ました。 
どうぞ、ごゆっくりとご覧ください。 
 

2023年 11月 04日 

ワークス共同作業所 
大崎雅彦 

画 / 岩本永子 
岩本さんのやさしいタッチの風景画。 

画 / ワークスアーティスト 
ワークスの誇るアーティスト総勢9名
による至極のカレンダーをどうぞ。 

卓上カレンダー（B6）3種類 

画 / えき田大輔 
京都の魅力ある、どこか懐かしい風景です。 

画 / 鈴木翔太 
○と三角と四角で綴る、

ご存知我らがshota’ワー
ルドを存分にお楽しみく
ださい。 

画 / 椿森信幸 
赤とんぼが舞う京都の
黄昏風景をどうぞ。 

画 / 門野純平 
酒どころ京都伏見の酒蔵
を描きました。 

画 / えき田大輔 
庭園をモチーフにした
どこか懐かしい京都の
風景です。 

ポスターカレンダー（A2）4種類 

 



 

私たちは、原発事故について国と東電の加害責任を認めさせ

ること、避難指示区域外についても「避難の権利」があること、

そして避難に伴う精神的被害および経済的損害に対する賠償を

求めて、国と東電を相手に控訴審を争っています。 

2013 年 9 月 17 日に第 1 次提訴をし、現在は福島県内の避難

指示区域内外、宮城県、茨城県、栃木県、千葉県からの避難者 55

世帯 160 名が原告となっています。 

2018 年 3 月 15 日に京都地裁にて判決が出され、国と東電の

責任が認められました。「自主的避難等対象区域」以外からの

避難者は賠償の対象として認定されましたが、仙台市、つくば

市からの避難者は認定されませんでした。また賠償期間を避難

開始から 2年間に限定されたり、賠償額が低額だったりなどの

問題点がありました。我が家は家族全員が原告ですが、私と夫

は認められ娘 2人は棄却されました。 

その後 2018 年 3 月 28 日大阪高裁に控訴し、（国、東電も控

訴）控訴審が始まりました。私は 2016 年 12 月に京都地裁でも

本人尋問を受けました。本人尋問は直接裁判官へ被害を伝える

唯一の場です。しかし反対尋問は原告の私がまるで被告の様に

扱われる残酷な時間です。今回また原告本人尋問に選ばれたと

いう報告を受け、地裁での尋問を思い出し「嫌だ」という感情が

沸きました。でも原発事故が収束していないのに更に原発の稼

働が促進される今、危機感が私を襲いました。それで尋問を引

き受けました。どうかこの裁判に関心を持ってくださり、当日

傍聴に来て応援してください。          菅野千景 

さすけねぇ～ 
ちかげさ聞いでみっぺ 

↓ちかげ 

のコーナー 「どうしよう？」 
番外編 

原発賠償京都訴訟 
第２０回期日 
 
日時：12 月 12 日(火) 

集合時間：11:30 

集合場所：西天満若松浜公園 

 

11:30 アピール集会開始 

12:00 パレード出発 

13:30 開廷 

16:30 終了 

17:00 記者会見・報告集会 

 

※模擬法廷、記者会見・報告集会

はオンライン（ZOOM）で参加可能 
 

ミーティング ID:852 3805 8273 

パスコード:672087 

11月 3日（金）快晴のもと、第 31回東九条マダン開催！ 

 

今回は京都市交通局労働組合と JCIL がコラボ。会場に市バス車両を持っ

てきて、車いすでの乗車体験、バスの運転手気分を味わえて、運転席に座

ったり制服を着て写真撮影をしたり、現役の運転手の方々と接する企画

で、子どもから大人まで楽しむことが出来ました。 

JCIL は 2014 年からバス、地下鉄の乗務員、駅員に対しての障害当

事者（車いすユーザー）による研修をさせて頂いています。 

私も講師として参加させて頂いて、「制服着てみたいなぁ」と秘か

に思っていました。念願が叶って着ることが出来ました。 

「運転席からどこまで見えているのか」見てみたかったので、運転

席に座らせてもらいました。バス停で車いすの人が待っていたら

よっぽどじゃない限り見えると思いました。運転席は以外と狭く、

頭に浮かんだのは「太っている人、お腹の出ている人大変やな」と

思いました。とてもいい経験をさせてもらいました。   香田                    
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